
 

 

 

 

吉田崇将先生の「日本臨床栄養学会 若手奨励賞」の受賞を祝して 

Celebrating for Assistant Prof. Takamasa Yoshida, “the Winner of Young Scientist Award  
from the Japanese Society of Clinical Nutrition” 

 
理工学部 生体医工学科 田中 尚樹 

 
 この度、理工学部生体医工学科助教の吉田崇将先生が

2020 年 10 月 19 日から 11 月 2 日に開催されました第

42 回日本臨床栄養学会・第 41 回日本臨床栄養協会・第

18 回大連合大会において「若手奨励賞」を受賞されま

した。日本臨床栄養学会は、胎生期から高齢者までのあ

らゆる疾患の予防および治療に貢献する臨床栄養学の

発展を目指して設立された学会で、臨床栄養学分野では

最も歴史のある団体です。本賞は、選考委員会による厳

正なる審査に基づき若手研究者に対して授与されるも

ので、数ある発表の中から選出されましたことを心より

お祝い申し上げます。なお、本発表のタイトルは「微細

藻類ユーグレナの⻑期摂取による睡眠・腸内環境および

ストレス応答に対する有効性」で、共著者は、理工学研

究科生体医工学専攻修士課程学生の伊藤優汰氏（指導教

員・寺田信幸教授）、株式会社ユーグレナ研究開発部の

安田光佑氏、中島綾香氏、ならびに鈴木健吾氏です。ま

た、本連合大会は、新型コロナウイルス感染症（COVID-

19）の感染拡大防止のため、オンライン発表形式で開催

されました。 

ここで、受賞の対象となった研究についてご紹介し

ます。本研究は株式会社ユーグレナとの共同研究で実

施されたもので、微細藻類ユーグレナ（一般名・ミド

リムシ）の食品としての機能性を評価するために行わ

れました。ユーグレナは、ビタミン・ミネラル・アミ

ノ酸・脂肪酸等多様な栄養素を含んでおり、栄養補助

食品として活用されています。また、主要成分である

多糖類パラミロンが食物繊維として働くことで腸内環

境を改善することが示唆されており、さらには、脳腸

相関により、ストレスの軽減や睡眠の質の改善が期待

されています。そこで、本研究ではユーグレナの長期

摂取によるこれらの可能性を検証するために、睡眠に

関するアンケート、脳波に基づくポリグラフ検査、検

便による腸内細菌叢の検査、および暗算課題による精

神的ストレス負荷試験を実施しました。ユーグレナを

サプリメントとして４週間にわたり摂取した被験者群

では、睡眠アンケートにおいて睡眠の質が改善する傾

向が見られ、脳波に基づく睡眠段階の分析からは、深

い睡眠の出現頻度が増加することが分かりました。さ

らに、腸内細菌叢の多様性が有意に増加しました。ま

た、暗算課題のストレスによって上昇する心拍数が、

長期摂取後には上昇しにくくなることが示されまし

た。これらの結果は、ユーグレナの脳腸相関を介した

多様な有効性を示唆しており、機能性食品としての可

能性を広げ、私たちの健康増進や QOL の向上に貢献

することにつながると期待されます。 

吉田崇将先生は、神経科学を専門とされており、こ

こでご紹介したテーマの他にも様々な研究に果敢に取

り組んでおられます。今後の吉田先生の更なるご活躍

を祈念しつつ、お祝いの言葉とさせていただきます。 

 

 
図．吉田崇将先生と若手奨励賞表彰状 
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